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新年のごあいさつ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
ご
健

勝
で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
町
政
推
進
に
対
し
ま
し

て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
2
月
の
37
年
ぶ

り
の
大
雪
に
始
ま
り
、
西
日
本
豪
雨
や
台
風
21

号
な
ど
の
大
型
台
風
の
襲
来
な
ど
、
自
然
災
害

が
多
く
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
人
命

に
か
か
わ
る
被
害
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
家
屋
等
へ
の
被
害
で
ご
苦
労
さ
れ
た
方
も

お
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
、
防
災
体
制
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
9
月
に
は
、
50
年
ぶ
り
2
巡
目
の
第

73
回
国
民
体
育
大
会（
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
）
が
開
催
さ
れ
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

高
円
宮
絢
子
女
王
殿
下
ご
臨
席
の
元
、
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
会
が
開
催
さ
れ
、
成
年
男
子
が
、
2
連
覇

を
達
成
し
、
少
年
女
子
は
、
初
優
勝
に
輝
く
な

ど
、
50
年
ぶ
り
の
天
皇
杯
獲
得
と
初
の
皇
后
杯

を
獲
得
し
、
福
井
県
の
成
績
に
大
き
く
貢
献
し

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族

お
揃
い
で
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
謹
ん
で
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
町
の
議
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
は
、
50
年
ぶ
り
に
福
井
県
で
の
国
体
、

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
並
び
に
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
、
県
下
の
官
民
が
ま
と

ま
り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
を
得
た

こ
と
に
よ
り
、
大
会
は
無
事
に
成
功
を
収
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
年
4
月
末
に
退
位
を
迎
え
ら
れ
ま

す
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
始
め
多
く
の
皇
族
の

方
々
の
ご
来
県
ご
視
察
を
仰
ぎ
、
私
た
ち
県
民

に
と
り
ま
し
て
も
、
大
き
な
喜
び
が
記
憶
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
体
競
技
で
は
、
本
町
が
会
場
と
な
っ
た

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
県
立
、
町
立
2
つ
の
人
工
芝

ホ
ッ
ケ
ー
場
に
ス
タ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
の
応
援
観

客
が
来
場
し
、
福
井
県
チ
ー
ム
は
選
手
ら
の
が

ん
ば
り
で
天
皇
杯
皇
后
杯
共
に
第
1
位
獲
得
を

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
町
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
県

外
か
ら
お
越
し
の
お
客
様
も
一
緒
に
な
り
、
競

技
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
間
、
大

会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
ホ
ッ
ケ
ー
の
町　
越
前
町
」
が
、
全
国
に
発
信

さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
で
き
、
さ
ら
に
こ
の
大
会
が
滞
り

な
く
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し

く
、
か
か
わ
ら
れ
ま
し
た
す
べ
て
の
方
に
対
し

ま
し
て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
の
大
型
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
、
昨
年
11
月
に
江
波
区
に
完
成
い
た
し

ま
し
た
越
前
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
、
い
よ

い
よ
今
月
上
旬
に
町
内
小
中
学
校
等
約
2
千
人

分
の
給
食
を
一
括
調
理
し
、
配
食
を
開
始
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
に
は
、
役
場
庁
舎
の
新
築
工
事

を
開
始
し
、
平
成
32
年
度
完
成
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
間
町
民
の
皆
様
に
は
、
役
場

へ
お
越
し
の
際
に
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
で
観
戦
し
て
い

た
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小
中
学
生
の

夢
や
希
望
も
、
き
っ
と
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
た

だ
ろ
う
と
想
像
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
体
・
障
ス
ポ
の
開
催
を
機

に
、
福
井
県
は
「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
福
井
県
共
生
社
会
条
例
」
を

新
た
に
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
や
可
能

性
を
共
有
す
る
機
会
と
な
っ
た
大
会
開
催
を
通

し
て
、
福
井
県
民
の
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
と
未
来
の
共
生
社
会
の
実
現
を
意
図
す
る

も
の
で
、
相
手
を
尊
重
し
共
に
支
え
合
い
、
生

き
生
き
と
し
た
人
生
を
享
受
で
き
る
社
会
実
現

の
目
指
す
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
こ
の
県
条
例
に
則
し
て
、
障
が

い
者
へ
の
偏
見
や
差
別
を
取
り
除
く
た
め
に
、

理
解
を
深
め
関
心
を
払
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
、
私
た
ち
は
国
体
を
開
催
す
る
こ
と
に

専
念
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
事
業
を
機
に
何
を

将
来
に
遺
せ
る
か
も
、
開
催
す
る
こ
と
以
上
に

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
5
月
1
日
に
は
、
新
天
皇
が
即
位
さ

れ
、
新
し
い
元
号
に
変
わ
り
ま
す
。
国
内
で
は
、

来
年
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
５
年
に
は
、
大
阪
で
万

博
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、県
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、２
０
２
３

年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
ま
で
の
開
業
や
中
部

縦
貫
自
動
車
道
の
永
平
寺
大
野
道
路
開
通
、
国

道
４
１
７
号
冠
山
峠
の
着
工
な
ど
今
後
4
年
間

で
大
き
く
交
通
体
系
は
変
化
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
関
西
圏
や
中
京
圏
、
さ
ら
に
国
外

な
ど
か
ら
観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
こ
の
誘
客
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
、「
観
光

立
町
」
を
目
指
し
た
観
光
産
業
の
育
成
に
つ
い

て
、
交
流
拠
点
施
設
再
整
備
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
劒
神
社
周
辺
や
陶
芸
村
周
辺
な
ど
の
再
整

備
を
戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
対
策
、

農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど
、
地
域
産
業
の
活

性
化
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
引
き
続
き
、
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
格
段
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
は
、
必
要
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

は
満
た
さ
れ
、
自
由
で
便
利
な
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
少
子

高
齢
化
が
進
ん
だ
地
域
の
人
口
減
、
過
疎
化
の

課
題
や
大
き
な
自
然
災
害
へ
の
対
策
な
ど
課
題

の
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
と
っ
て
、
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
る

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
応
え
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
ま
す
。
地
域
等
が
抱
え
る
課
題
の
解
決

に
、
行
政
や
事
業
者
だ
け
で
な
く
住
民
の
力
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
多
々
出
て
く

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
国
体
の
開
催
を
支
え
て
い
た
だ

い
た
よ
う
な
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
の
力

が
、
今
後
の
地
域
課
題
解
決
の
大
き
な
力
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
安
心
し
て
幸

せ
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
に
、
議
員
一

人
ひ
と
り
が
議
会
の
使
命
と
職
責
を
認
知
し
活

動
し
て
参
り
ま
す
。
本
年
も
皆
様
か
ら
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　
11
月
18
日
、
朝
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
町
内
4
地
区
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

委
員
の
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
流

会
は
、
平
成
27
年
か
ら
始
ま
り
4
回
目
と
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち
づ
く
り
が
よ
り
前
進

す
る
た
め
の
課
題
・
問
題
点
お
よ
び
4
地
区
合

同
で
取
り
組
む
と
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
若
い
世
代
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
も

ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
メ
ン

バ
ー
を
ど
の
よ
う
に
し
て
増
や
し
て
い
く
か

が
52
％
を
占
め
、
活
動
し
て
い
く
中
で
、
若
い

世
代
の
参
加
や
メ
ン
バ
ー
の
確
保
は
4
地
区

共
通
の
課
題
で
し
た
。
4
地
区
合
同
で
取
り
組

む
と
よ
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
若
者
を
集
め
て

の
婚
活
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
4
地
区
で
心
開

け
る
交
流
会
を
行
い
、
町
全
体
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
良
い
と
の
意
見
が
大

半
を
占
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
越

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
交
流
会
　
～
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

前
町
に
誇
り
を
持
ち
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
、
若
者
が
帰
り
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
秋
の
褒
章
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
町
内
か
ら

司
辻
光
男
さ
ん（
小
曽
原
区
）が
黄
綬
褒
章
を
、

大
西
由
美
子
さ
ん（
江
波
区
）が
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
司
辻
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
か
ら
越
前
焼
の
製

陶
業
に
従
事
さ
れ
、
昭
和
56
年
に
「
光
窯
」
を

開
窯
、
平
成
11
年
か
ら
27
年
の
16
年
に
わ
た

り
、
越
前
焼
工
業
協
同
組
合
の
理
事
長
を
務
め

ら
れ
、
新
製
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
、
後
進
の

育
成
に
取
り
組
み
、
越
前
焼
の
産
地
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
、
平
成
8
年
に
委
嘱
を
受
け
て

か
ら
現
在
ま
で
、
22
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し

て
保
護
観
察
者
の
更
生
・
再
犯
防
止
に
取
り
組

ま
れ
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で
は
、
保
護

司
へ
の
理
解
浸
透
に
力
を
注
が
れ
る
な
ど
、
更

生
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
「
自
分
ひ
と
り
の
力
で
叶
う
こ
と

で
は
な
く
、
周
り
に
い
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
す
。」
と
内
藤
町
長
に

受
章
の
喜
び
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
藤
町
長
は
「
長
年
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
お
二
人
が
後
輩
た
ち
の
目
標

と
な
り
、
地
域
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
30
年 

秋
の
褒
章
を
受
章
　
司
辻
光
男
さ
ん
　
大
西
由
美
子
さ
ん

▲藍綬褒章を受章した大西さん ▲黄綬褒章を受章した司辻さん

　
12
月
8
日
・
9
日
、
幕
張
メ
ッ
セ
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル（
千
葉
市
）で
、第
46
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
全
国
大
会
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら
バ

ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
ヴ
ィ
ー
タ

所
属
の
濵
本
さ
く
ら
さ
ん
と
松
村
麻
稟
さ
ん
、

フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
所
属
の
牛
若
文
華
さ
ん
、
福
井

工
大
福
井
中
・
高
等
学
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

部
所
属
の
仙
石
都
羽
さ
ん
、
松
村
謙
希
さ
ん
の

5
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
5
人
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
た
ち
と
肩

第
46
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会

▲第46回バトントワーリング　
　全国大会

を
並
べ
、
素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
、
全
国

の
舞
台
で
活
躍
し
ま
し
た
。

統
計
功
労
者

　
総
務
大
臣
表
彰
（
個
人
企
業
経
済
調
査
）

　
　
　
内　
藤　
尚　
子

　
経
済
産
業
大
臣
表
彰
（
構
造
統
計
）

　
　
　
朝　
倉　
て
る
美

　
知
事
感
謝
状
（
統
計
功
労
）

　
　
　
谷　
口　
実　
男

　
　
　
冨　
山　

美
子 

学
校
給
食
普
及
功
労
者

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
栄
養
教
諭

　
　
　
水　
嶋　
眞
由
美

交
通
安
全
功
労
者

　
知
事
感
謝
状

　
　
　
佐
々
木　
光　
一

　
　
　
高　
山　
　
　
登

障
害
者
更
生
援
護
功
労
者

　
知
事
感
謝
状

　
　
　
杉　
森　
則　
夫

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　
知
事
感
謝
状

　
　
遠
矢　
東
洲　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　
宿
寿
会

福
井
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　
　
池
上　
栄
一
郎

　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
く
す
の
木
第
一
ク
ラ
ブ

　
会
員
増
強
運
動
表
彰

　
　
く
す
の
木
第
一
ク
ラ
ブ

　
　
く
す
の
木
第
二
ク
ラ
ブ

　
　
道
口
福
寿
会

　
　
西
田
中
福
寿
会

　
　
下
糸
生
福
寿
会

　（
公
社
）全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
合

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
優
良
団
体
表
彰

　
　
越
前
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

受賞したみなさん、おめでとうございます。
さらなるご活躍を期待しています。

▲谷口実男さん（左）、内藤尚子さん（中）、冨山 美子さん（右）

▲越前町スポーツ推進委員会のみなさん

▲朝倉てる美さん

▲遠矢東洲さん▲宿寿会の出店巖さん

▲水嶋眞由美さん

▲佐々木光一さん▲杉森則夫さん

▲高山登さん

▲池上栄一郎さん

越
前
町  

受
賞
者
ラ
ッ
シ
ュ
！

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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11
月
17
日
・
18
日
、
滋
賀
県
立
伊
吹
運
動
場

で
、
第
41
回
西
日
本
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、
朝
日
中
学
校
男
女
各

チ
ー
ム
、
織
田
中
学
校
男
女
各
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
朝
日
中
学
校
男
子
チ
ー
ム
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
み
、
決
勝
で
仁
多
中
学

校
（
島
根
県
）
と
対
戦
し
、
前
後
半
1
対
1
と

な
り
Ｓ
Ｏ
戦
の
結
果
1
対
2
で
惜
敗
し
ま
し
た

第
41
回
西
日
本
小
学
生
・
中
学
生
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲3位織田中学校女子、2位朝日中学校男子、4位朝日中学校女子

▲3位常磐・糸生ホッケースポーツ少年団女子、4位朝日ガールズ

　

福
井
県
選
挙
管
理
委
員
会
、
各
市
町
選
挙
管

理
員
会
な
ど
が
主
催
し
て
、
明
る
い
選
挙
の
啓

発
を
目
的
と
し
て
募
集
し
た
「
明
る
い
選
挙
啓

発
ポ
ス
タ
ー
」
作
品
、「
明
る
い
選
挙
啓
発
書
写
」

作
品
、「
明
る
い
選
挙
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・

標
語
」
作
品
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ポ
ス
タ
ー
作
品
】

小
学
校
の
部

　
佳
作　
佐
々
木
大
悟
（
萩
野
小
5
年
）

　
佳
作　
藤
井　
拓
翔
（
常
磐
小
6
年
）

　
佳
作　
堂
前　
優
生
（
宮
崎
小
6
年
）

　
佳
作　
佐
々
木
晴
月
（
織
田
小
6
年
）

中
学
校
の
部

　
銀
賞　
親
崎　
智
乃
（
越
前
中
3
年
）

　
銅
賞　
高
原　
　
駿
（
宮
崎
中
3
年
）

　
佳
作　
山
田　
桃
歌
（
朝
日
中
3
年
）

　
佳
作　
山
本　
紗
輝
（
朝
日
中
3
年
）

　
佳
作　
山
野　
依
吹
（
越
前
中
3
年
）

【
書
写
作
品
】

小
学
校
4
年
生
の
部

　
佳
作　
鈴
木　
花
梨
（
宮
崎
小
4
年
）

小
学
校
5
年
生
の
部

　
銅
賞　
谷
口　
遥
紀
（
織
田
小
5
年
）

小
学
校
6
年
生
の
部

　
佳
作　
田
中　
知
夏
（
朝
日
小
6
年
）

中
学
校
3
年
生
の
部

　
佳
作　
木
下
凛
太
郎
（
宮
崎
中
3
年
）

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語
作
品
】

　
佳
作　
菱
谷　
圭
輔
（
高
佐
区
）

　
　
「
ど
こ
行
く
の
？

　
　
　
　
　
ラ
ン
チ
に
買
い
物　
あ
と
選
挙
」

平
成
30
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
各
種
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
紹
介

　
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
作
品
は
、
県
で
の
審
査
後
、

特
に
優
秀
な
作
品
を（
公
財
）明
る
い
選
挙
推
進

協
会
お
よ
び
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
が
実
施
す
る
全
国
の
作
品
を
対
象
と
し
た
中

央
審
査
に
出
品
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
越
前
中
学
校
3
年
親
崎
智
乃
さ

ん
の
作
品
が
、
最
高
賞
で
あ
る
文
部
科
学
大
臣
・

総
務
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
ポ
ス
タ
ー
作
品
（
中
央
審
査
）】

中
学
生
の
部

　
文
部
科
学
大
臣
・
総
務
大
臣
賞

　
　
　
　
親
崎　
智
乃
（
越
前
中
3
年
）

▲文部科学大臣・総務大臣賞を受賞した親崎さんと受賞作品（左上）

■ 職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況
区　　分 平均年齢 平均給料月額※4 平均給与月額※5

一 般 行 政 職 ※3 43.7歳 307,100円 337,996円

技 能 労 務 職 53.3歳 270,000円 278,115円

※3　「一般行政職」とは、税務職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職などの職に該当しない職員です。
※4　「平均給料月額」とは、平成30年4月1日現在における職種別での職員の平均給料月額です。
※5　「平均給与月額」とは、給料月額に、毎月支払われる扶養手当・住居手当・時間外勤務手当など諸手当の額を合計したものです。

■ 人件費※1の状況（平成29年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成30年1月1日現在） 歳出額

A
実質収支※2 人件費

B
人件費率

B/A

22,018人 13,184,885千円 930,784千円 1,892,841千円 14.4％

※1　「人件費」には、職員給与のほか、町長など特別職の給与・議員報酬・退職手当組合負担金・地方公務員共済組合負担金などを含み
ます。

※2　「実質収支」とは、各年度決算の歳入額から歳出額を差し引いた額から翌年度へ繰越すべき財源を控除した額で、自治体の実質的な収支状況
を表します。

■ 部門別職員数の状況（4月1日現在）

区　　　分
職　　　　員　　　　数 対前年

増減数平成29年 平成30年

一 般 行 政 部 門 181人 179人 △2人

教 育 部 門  54人  53人 △1人

普 通 会 計　計 235人 232人 △3人

公営企業等部門  27人  25人   △2人

合 　 　 　 計 262人 257人 △5人

■ 職員の期末手当、勤勉手当の状況
　 （平成29年度支給割合）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 計

 ６　月　期 1.225月 0.85月 2.075月

12　月　期 1.375月 0.95月 2.325月

計 2.60月 1.80月 4.40月

加算措置の状況 職務上の段階、職務の級などに
より加算措置があります。

■ 特別職の給料、報酬等の状況
　 （平成30年4月1日現在）

区　　　分 給料または
報酬月額

期末手当
（平成29年度支給割合）

町　　　長 880,000円    6 月期 1.550月
  12月期 1.700月
　   計 3.250月

（加算措置20％）

副　町　長 680,000円

教　育　長 580,000円

議　　　長 320,000円    6 月期   1.00月
  12月期   2.00月
  　 計   3.00月

［加算措置：15％］

副　議　長 250,000円

議　　　員 240,000円

問合せ先　総務課　☎34‒8700

　町の人事行政の透明性、公平性を図るため、地方公務員法及び越前町人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例に基づき、町職員の給与や職員数などの人事行政の運営等の状況について公表します。

その他、職員手当・勤務条件・分限および懲戒処分・服務・研修・福祉・
公平委員会の状況については、町ホームページで公表しています。

人事行政の運営等の状況を公表します

が
、
準
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

中
学
女
子
の
部
で
は
、
織
田
中
学
校
が
3
位
、

朝
日
中
学
校
が
4
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
11
月
24
日
・
25
日
に
小

学
生
の
部
が
開
か
れ
、
朝
日
、
常
磐
、
糸
生
、

Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
２
の
男
女
各

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
小
学
女
子
の
部
で

は
、
常
磐
・
糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

3
位
、
朝
日
ガ
ー
ル
ズ
が
4
位
入
賞
し
ま
し
た
。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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■ 職員の平均年齢、平均給与月額の状況（4月1日現在）

区　　　分 平均年齢 平均給与月額

一 般 行 政 職 38.5歳 295,749円

■ 人件費※1の状況（平成29年度一般会計決算）

住民基本台帳人口※2

（平成30年3月31日現在） 歳出額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
B/A

91,239人 1,332,384千円 23,101千円 890,130千円 66.8％

※1　「人件費」には、職員給与のほか、町長など特別職の給与、議員報酬、退職手当組合負担金、地方公務員共済組合負担金などを含
みます。

※2　「住民基本台帳人口」は、構成市町（鯖江市、越前町）の人口です。

■ 部門別職員数の状況（4月1日現在）

部　　　門
職　　　　員　　　　数 対前年

増減数平成29年 平成30年

一 般 行 政 部 門 113人 113人 なし

■ 職員の期末手当、勤勉手当の状況
　 （平成29年度支給割合）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 計

組　　　合 2.60月 1.80月 4.40月

国 2.60月 1.80月 4.40月

加算措置の状況 職務上の段階、職務の等級による
加算措置有り

■ 特別職の給料、報酬等の状況
　 （平成30年4月1日現在）

区　　　分 報酬年額

組合議員

議　 長 20,000円

副 議 長 18,000円

議　 員 16,000円

消 防 団

団　 長 90,000円

副 団 長 70,000円

分 団 長 50,000円

副分団長 40,000円

班　 長 23,000円

団　 員 20,000円

出勤報酬
（1回につき）

水火災
2,600円

警戒・訓練等
2,500円

問合せ先　鯖江・丹生消防組合　☎54‒9110

その他、職員手当、勤務条件、分限および懲戒処分服務、研修、福祉、　
公平委員会の状況は、鯖江・丹生消防組合ホームページで公表しています。

鯖江・丹生消防組合人事行政の運営等の状況

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http://www.fd-sabaenyu.jp/

平成31年越前消防団出初式

宝くじ助成金を活用して消防用ホースを購入しました　　　　

　1月13日（日）に災害に強い町「越前町」の1年を祈願して、消防団員246人、女性消防隊員33人、
消防車両14台が宮崎地区に集結し、越前消防団出初式を行います。

　（財）自治総合センターが行う『コミュニティ助成事業』で消防用
ホース48本を購入し、越前消防団へ配備しました。
　この事業は地域防災リーダーである消防団の資機材拡充を図ると
ともに宝くじの普及・広報事業を行うことを目的としています。

1月13日（日）　　午後1時15分 〜3時30分開 催 日 時

分列行進 … 宮崎コミュニティセンター北東側江波新橋
 午後1時15分〜 1時30分

一斉放水 … 宮崎コミュニティセンター北側天王川
 午後1時40分〜 1時50分

式　　典 … 消防署丹生分署 午後2時30分〜 3時30分

場所・時間

宮崎コミュニティセンター入口周辺にて、まとい餅を配布します。
数に限りがありますので、お早めにご来場ください。

※荒天時は中止となることがあります。また、実施時間につきましては、多少前後する場合も
ございますので、ご了承ください。

当日正午から
2時30分までの間、会場
付近の道路が一部通行止
となりますのでご注意

ください。

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
ちなみに…
マイナちゃんはマイナンバー制度の安全対策を
マイナンばあちゃんから教わっています。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、1月27日（日）です。
ご予約は、25日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

男女共同参画・人権のとびら

　12月7日、人権擁護委員が朝日小学校で人権教室をおこないました。
　2年生が、委員による読み聞かせ絵本「花さき山」を鑑賞し、いじめなどについて考え、
相手を思いやる心や命の尊さを学びました。
　また、人権イメージソング「世界をしあわせに」を、人 KENまもる君と一緒に元気よ
く合唱しました。参加した児童に感想を聞くと「相手のことを思いやることが大切」「自分
のことより、相手のことを優先してあげたい」と笑顔で話してくれました。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

人権教室  in  朝日小学校

Vol.30
人権イメージキャラクター

人KENまもる君

武生税務署からのお知らせ

ご不明な点は、お電話で問い合わせることができます。

上記以外の確定申告の一般的なご質問は、武生税務署までお問い合わせください。

問合せ先　武生税務署　☎22-0890（自動音声案内）

確定申告書等作成
コーナーについて
（e-Tax）

マイナンバー
について

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク　☎0570−01−5901
e-Tax利用開始の手続き、確定申告書等作成コーナーの操作のご質問
※月〜金曜日　午前9時〜午後5時（祝日や年末年始を除きます。）

マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120−95−0178
マイナンバーカードに係るICカードリーダライタの設定、パソコン操作のご質問
※月〜金曜日　午前9時30分〜午後8時／土日・祝日　午前9時30分〜午後5時30分（年末年始を除きます。）
※受付時間は変更になる場合があります。

　税務署の確定申告会場で確定申告書を作成される人は、開設日以降にお越しください。
　なお、税務署の確定申告会場の受付時間は、午前9時から午後4時までです。混雑状況
により、午後4時より前に受付を終了する場合があります。

確定申告会場の開設は、2月18日（月）からです

確定申告書の作成は、
国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」で！

1

2
「確定申告書等作成コーナー」へアクセス
● 税務署に行く手間がかかりません！
● 確定申告期間中は24時間いつでも利用できます！

1
STEP

申告書を作成
● 画面の案内に従って金額などを入力するだけで申告書が作成できます！2

STEP

申告書を提出　申告書の提出はe-Tax（データ送信）または郵送などで！
3

STEP

e-Tax で送信して提出

印刷して郵送などで税務署へ提出
（注）ID・パスワードで送信は暫定的な対応です。

プリンタをお持ちでなくても、コンビニエンスストアなどのプリントサービス（有料）を利用
すれば、印刷ができます。

用意するものは、次の2つ IDとパスワードは…
平 成30年1月 以 降 に
税務署などで職員と
対面による本人確認
を行った後に発行さ
れるものです。

マイナンバーカードを使って送信 ID とパスワードで送信
マイナンバーカードや ICカード
リーダライタをお持ちでない方（注）

検  索作成コーナー

所得税・復興特別所得税・贈与税　　3月15日（金）
個人事業者の消費税・地方消費税　　4月 1 日（月）

平成30年分の
確定申告の期限は

確定申告書は、自分で作成して、早めの提出をお願いします

①マイナンバーカード
発行を希望する人は、運転免許証などの本人確認書類をお持ち
の上、お近くの税務署にお越しください。② IC カードリーダライタ

ID/PW
が目印

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
目
的
と
し

て
、成
人
式
会
場
で
臨
時
申
請
窓
口
を
開
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
顔
写
真
撮
影（
無
料
）と
申
請
書

の
記
入
を
行
い
、
後
日
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
交
付
す
る
際
に
暗
証
番
号
の
設
定
や
印
鑑
登

録
の
デ
ー
タ
の
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

日　
　
時

　
1
月
13
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
　
所

　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館（
成
人
式
会
場
）

注
意
事
項

◦
当
日
の
化
粧
や
髪
形
に
よ
っ
て
は
、
顔
写
真

の
撮
影
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
顔

写
真
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、
申
請
書
が

ご
自
宅
に
返
送
さ
れ
て
き
ま
す
。
住
民
環
境

課
へ
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で
顔
写

真
を
再
度
撮
影
し
ま
す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
お
渡

し
ま
で
に
、
1
か
月
か
ら
1
か
月
半
程
度
の

日
数
が
か
か
り
ま
す
。

◦
申
請
の
際
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー「
通
知
カ
ー

ド
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

成
人
式
会
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

越
前
町
を
「
ば
え
る
」
写
真
で
Ｐ
Ｒ

　
会
場
に
は
、
記
者
会
見
用
の
越
前
町
バ
ッ
ク

パ
ネ
ル
を
設
置
し
た 

記
念
撮
影
用
ブ
ー
ス
も

無
料
開
放
し
ま
す
。「
ば
え
る
」
写
真
で
越
前

町
の
成
人
式
の
様
子
を
拡
散
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

良い例▶

▼悪い例

▲記念撮影用ブースのイメージ

▲人権擁護委員からのメッセーシ ▲人権教室の様子
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問合せ先　税務課　☎34-8709

　平成31年1月1日現在、町内に住所のある以下の人は、住民税申告として、平成30年1月1日から
12月31日までの収入状況等の申告が必要となります。

住民税（町・県民税）の申告をお願いします

確定申告が必要となる場合もありますのでご注意ください。

１. 営業、地代、家賃、配当、農業などの所得があっ
た人や、外交員報酬、個人年金、シルバー人材セ
ンターの配分金、講師等の謝礼、生命保険等の満
期金などを受け取った人

２. 給与所得のある人で、勤務先事業所から越前町へ
給与支払報告書の提出がない人

３. 給与所得のある人で、他に収入があった人や、給
与の源泉徴収票に記載のない社会保険料や扶養控
除、生命保険料控除など、各種控除を受けようと
する人

４. 公的年金受給者で、他に収入があった人や、年金
の源泉徴収票に記載のない社会保険料や扶養控
除、生命保険料控除など、各種控除を受けようと
する人

５. 遺族年金や障害年金などの非課税年金のみを受給
していた人や雇用保険のみを受給していた人

６. 収入はないが、自分を税法上の扶養としている者
が単身赴任等で町外に居住している人

７. 収入がなかった人（町内に住所がある親族の税法
上の扶養となっている人を除く）　など

１. 確定申告を行った人

２. 所得が給与所得のみで、勤務先事業所か
ら越前町へ給与支払報告書が提出されて
いる人

３. 収入が公的年金のみで、追加で各種控除
を受ける必要がない人

４. 収入がなかった人のうち、町内に住所が
ある親族の税法上の扶養となっている人

１. 所得の計算に必要な帳簿書類（現金出納帳、売上帳、
仕入帳、経費帳などの記帳が義務化されています）

２. 給与所得、年金収入がある人はその源泉徴収票
３. その他収入が証明できるもの（収入がなかった人

はその理由等の聞き取りを行います）
４. 所得控除を受ける場合は、その証明書等
５. 本人確認できる書類や証明書
６. マイナンバーが分かるもの
７. 印鑑

所得税の還付申告も2月1日（金）から受け付けます。
2月18日（月）から確定申告が始まり混雑が予想され
ますので、住民税申告や所得税の還付申告が必要な
人は、お早めにお越しください。

申告日時・場所
日　　　　　　　　　時

2月1日 （金） 〜 3月15日 （金）
（土・日曜日・祝日を除く） 午前9時〜午後4時

越前町商工業支援制度の提出期限がせまっています

制度名 商工業育成資金利子補給制度 創業支援対策事業利子補給制度 中小企業退職金共済制度
加入促進補助制度

対象者

１ 町内で同一事業を1年以上経営してい
るもの

２ 町内の商工会員、越前焼工業協同組合
および準組合員であるもの

３ 町税を完納しているもの
４ 町の健全な発展に貢献していると認め

られるもの

１ 資本金もしくは出資金が3,000万円以
下または従業員が100人以下の会社お
よび個人

２ 町内の商工会員で、国、県および公庫な
どの制度資金または金融機関の融資を受
けている人で商工会の審査を得たもの

３ 町内に本社または本店を有するもの
４ 町税を完納していること

１ 町内に事業所を有する中小企業者で雇
用する従業員について、「中小企業退職
金共済制度」に新たに加入し、契約月
から起算して12か月分の掛金を納入
したもの

２ 町税を完納しているもの

対象となる
制度資金

１ 福井県制度資金
２ 日本政策金融公庫貸付
３ 福井県商工貯蓄共済制度資金

１ 店舗または工場の新設および運転資
金、設備資金

２ 新規部門の導入を行う店舗または工場
の増築または新築および運転資金、設
備資金

利子補給額
または

補給金の額

借入金額の0.3% 以内
（対象借入限度額　1,000万円）

融資を受けた資金に対する支払利子額の
1/2以内
◦新規事業導入の限度額

借入限度額3,000万円、年利4%（3年以内）
◦新部門導入の限度額

借入限度額1,000万円、年利3%（2年以内）

契約締結時の共済掛金月額の
12か月分の20%

申請書
提出先

商工会員は、越前町商工会
越前焼工業協同組合員および準組合員は、
越前焼工業協同組合

越前町商工会 商工観光課

提出期限 1月10日（木） 1月10日（木） 1月31日（木）

問合せ先　商工観光課　☎34‒8720

越
前
町
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
奨
励
金

　
越
前
町
に
移
住
し
て
、
町
内
外
の
事
業
所
で

定
職
に
就
い
た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
県
外
に
1
年
以
上
居
住
し
、
町
に
住
民
票

を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額

　
1
人
に
つ
き
5
万
円

就
職
関
係
奨
励
金
の
お
知
ら
せ

越
前
町
地
元
大
学
等
卒
業
生
就
職
奨
励
金

　
県
内
の
大
学
や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
な
ど

を
卒
業
し
、
町
内
外
の
事
業
所
で
定
職
に
就
い

た
若
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象
者（
①
〜
⑤
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
町
に
住
民
票
を
有
す
る
人

②
事
業
所
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
人

③
採
用
か
ら
6
か
月
以
上
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
人

④
採
用
時
の
年
齢
が
30
歳
未
満
の
人

⑤
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
5
年
以
上

町
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
人

奨
励
金
の
額

　
1
人
に
つ
き
5
万
円

問
合
せ
先　
就
労
支
援
室　
☎
３
４‒

８
７
０
５

申告をしなければならない人

申告の必要がない人 申告に持参するもの

場　所

越前町役場

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  11月16日～12月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度 越前がにミュージアム管理棟屋上修繕工事 厨 2,829,600 ㈱四ヶ浦建設 商 工 観 光 課

平成30年度 花の茶屋解体工事 織 田 5,446,440 ㈱大生 商 工 観 光 課

平成30年度 國成川浚渫工事 江 波 2,451,600 斉藤建設㈱ 建 設 課

平成30年度 白浜区特定空き家等解体工事 高 佐 5,832,000 ㈱四ヶ浦建設 定 住 促 進 課

平成30年度 都市再生整備計画事業調整池整備工事（その３） 気比庄 14,580,000 丹南開発㈱ 定 住 促 進 課

平成30年度 惣分谷浄水場施設災害復旧工事 三 崎 19,926,000 大門建設㈱ 上 下 水 道 課

越前町人工芝ホッケー場改修工事 内 郡 165,780,000 ㈱大生 スポーツ振興課

　

２
０
１
９
年
10
月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
消
費

税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
な
ど
を
対
象
に
、

複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の
導
入
や
受
発
注
シ
ス
テ

ム
の
改
修
が
必
要
に
な
る
前
に
、
こ
れ
に
要
す

　
武
生
税
務
署
で
は
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
準
備
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
事
業
者
団
体
の
会
員
の

集
ま
り
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
職
員
を
派
遣
し

て
、
制
度
の
説
明（
研
修
会
）を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
「
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
国
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
先

　
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　
☎
０
５
７
０‒

０
８
１‒

２
２
２

　
平
日 

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
講
師
の
派
遣
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
武

生
税
務
署（
法
人
課
税
部
門
）へ
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
武
生
税
務
署

　
☎
２
２‒

０
９
７
１
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
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返事来る親の毛筆身が締まる	 笹下　利行
孫叱る雷親父べそかく子	 富田コズエ川 柳 佳い返事だろう封書の花切手	 嶋田富士雄

片手上げ幼児の返事かわいいな	 嵐　喜美枝川 柳

天王川河川改修に伴う車両通行止のお知らせ
天王川の河川改修に伴う「天神橋」のかけかえ工事のため車両通行止を行います。
通行止の期間は、1月21日（月）から 平成34年1月（予定）までとなります。
なお、歩行者については、専用仮橋や七房橋を利用して下図のとおり迂回ができます。
ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

問合せ先　丹南土木事務所 鯖江丹生土木部　河川砂防課　☎34–0400　　越前町役場 建設課　☎34–8703

　

県
で
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
28
パ
ー
セ
ン
ト
削
減（
２
０
１
３

年
度
比
）
す
る
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
活
動
の
輪
を
広
げ
る
地
球

温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
県
民
運
動
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー

ス
・
ふ
く
い
２
０
３
０
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
毎
月
第
3
日
曜
日

に
県
民
運
動
「
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
」
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
企
業
で
も
、
地

域
で
も
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
省
エ
ネ
活
動
を

実
践
し
、
み
ん
な
の
力
で
明
日
の
地
球
を
救
い

ま
し
ょ
う
。

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
冬
　
～
衣
・
食
・
住
の
ひ
と
工
夫
で
あ
た
た
か
く
過
ご
す
～

　

12
月
か
ら
3
月
は
、「
衣
・
食
・
住
の
ひ
と
工

夫
で
あ
た
た
か
く
過
ご
す
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

機
能
性
素
材
を
活
用
し
た
温
か
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
家
族
や
友
人
と
部
屋
に
集

ま
っ
て
鍋
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら
、
カ
ラ
ダ
も

室
内
も
暖
か
く
し
て
暖
房
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
チ
ャ
レ
の
日

　
1
月
20
日
㈰　
2
月
17
日
㈰　
3
月
17
日
㈰

問
合
せ
先

　
住
民
環
境
課

　
　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　
県
環
境
政
策
課

　
　
☎
０
７
７
６‒

２
０‒

０
３
０
２

　
今
後
の
航
空
利
用
促
進
策
の
参
考
に
す
る
た

め
の
東
京
体
験
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
ご
参
加
の
み
な
さ
ん
に
は
、
航
空
利
用
調
査

の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
松
～
羽
田
便
の
往
復
航
空
券
と
ホ
テ
ル
が

セ
ッ
ト
で
1
泊
2
日
２
０
，２
０
０
円
か
ら
で
、

東
京
滞
在
中
は
終
日
自
由
行
動
で
す
。

対
象
者

　
福
井
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
人

【
福
井
限
定
】 「
Ｊ
Ａ
Ｌ
で
行
く 

東
京
体
験
モ
ニ
タ
ー
」
参
加
者
募
集

実
施
期
間

　
　
1
月
6
日
㈰
～
4
月
24
日
㈬
出
発
ま
で

（
た
だ
し
、
3
月
21
日
㈭
～
3
月
30
日
㈯

出
発
を
除
く
）

※
申
込
方
法
、
そ
の
他
詳
し
い
旅
行
条
件
は

福
井
県
内
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
パ
ッ
ク
取
扱
旅
行
会

社
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
小
松
空
港
協
議
会
（
石
川
県
庁
空
港
企
画
課
内
）

　
☎
０
７
６‒

２
２
５‒

１
３
３
７

　
平
成
30
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
次
の
相

続
登
記
に
つ
い
て
、
平
成
33
年（
２
０
２
１
年
）

3
月
31
日
ま
で
に
登
記
申
請
を
行
っ
た
場
合
に

登
録
免
許
税
が
免
税
さ
れ
ま
す
。

①
相
続
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
人
が
相
続
登
記

を
し
な
い
ま
ま
死
亡
し
た
場
合
の
相
続
登
記

②
市
街
化
区
域
外
の
土
地
で
、
市
町
村
の
行
政

目
的
の
た
め
相
続
登
記
の
促
進
を
特
に
図
る

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
法
務
大
臣
が
指
定

す
る
土
地
の
う
ち
、
不
動
産
の
価
額
が
十
万

円
以
下
の
土
地
に
係
る
相
続
登
記

　
町
内
の
土
地
は
、
す
べ
て
法
務
大
臣
が
指
定

す
る
土
地
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
福
井
地
方
法
務
局
武
生
支
局

　
　
　
　
　
☎
２
２‒

０
１
９
４

　
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ
り
、
当

時
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
人
、
も
し
く

は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
人
で
、
退
職

金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
場

合
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
林
退
共
事
業
支
部

ま
た
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は
、
加
入
者
に

確
実
に
退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

な
ど
を
目
的
に
、
現
況
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３‒

６
７
３
１‒

２
８
８
９

　
1
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
、
世
界
最
古
の
木

造
建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼
損
し

た
日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
出
来
事
は
、
当
時

の
人
々
に
強
い
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
、
当
時
の
国
の
文
化
財
保
護
委
員

会（
現
在
の
文
化
庁
）
と
国
家
消
防
本
部（
現

在
の
消
防
庁
）は
、
文
化
財
を
火
災
・
震
災
そ

の
他
の
災
害
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
国
民
の
文

化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
、
こ

の
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
。

　
文
化
財
は
町
の
宝
で
す
。
こ
の
宝
を
守
る
た

め
、再
度
、文
化
財
防
火
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
た
し
ま
す
。

1
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

問
合
せ
先

　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８

▲昨年の文化財防火デー

　
公
益
財
団
法
人
武
生
郷
友
会
で
は
、
平
成
31

年
度
の
学
舎
入
舎
希
望
者
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。
学
舎
は
通
学
に
便
利
な
場
所
に
位
置
し
、

全
室
個
室
で
朝
・
夕
食
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

所
在
地　
東
京
都
新
宿
区
中
落
合
3
丁
目

　
　
　
　
　
9
番
20
号

室　
　
数　
個
室
30
室

舎
費
月
額　

 

4
万
4
千
円

武
生
郷
友
会
入
寮
の
案
内

入
舎
資
格　
平
成
31
年
入
学
見
込
み
お
よ
び
大
学

　
　
　
　
　
在
籍
の
県
内
出
身
男
子
大
学
生

面
接
日　
1
月
26
日
㈯
・
2
月
23
日
㈯

　
　
　
　
　
3
月
9
日
㈯

面
接
場
所　
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
6
階
会
議
室

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
先　
塚
崎
誠
文
堂　
塚
崎

　
　
　
　
　
☎
２
２‒

１
１
０
０

　
道
守
高
校（
通
信
制
）で
は
、
月
3
回
日
曜
日

に
登
校
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
が
ら
学
び
ま

す
。
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
利
用
で
き
、
今
ま

で
に
多
く
の
中
高
年
の
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。

　
関
心
の
あ
る
人
は
、
個
別
相
談
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
の
際
は
事
前
に

福
井
県
立
道
守
高
校（
通
信
制
）生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
別
相
談
会　

　
2
月
10
日
㈰　
2
月
24
日
㈰　
3
月
10
日
㈰

問
合
せ
先

　
福
井
県
立
道
守
高
校　
通
信
制　
入
学
係

　
☎
０
７
７
６‒

３
６‒

１
１
８
４

広報 えちぜん 14平成31年１月号広報 えちぜん15 平成31年１月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



皆帰るまでに暖房つけて待つ	 武藤　久子
遠くから雷雲があり取り入れる	 山内　千代川 柳 暖房へ顔を揃える犬と猫	 渡辺　照子

暖房に集まる笑顔朝ご飯	 松村　典子川 柳

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第39回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

生活習慣病のひとつである
慢性腎臓病に気をつけましょう

　慢性腎臓病は、進行すると末期腎不全に至り透析
療法が必要になる病気です。
　慢性腎臓病には、糖尿病が原因となる「糖尿病性
腎症」があります。
　このため、早い段階で糖尿病を適切に治療する
と、「糖尿病性腎症」は改善することがあり、悪化を
防げることがわかってきました。
　慢性腎臓病は、初期には自覚症状がありません
が、たんぱく尿で発見されることがあります。
　健康診査を受けると、尿検査、血糖検査、血圧な
どを測定することで、腎機能の低下や糖尿病を早い
段階で見つけることができます。

健康診査を受けて慢性腎臓病を
早期に発見しましょう

　健康診査を受けることで慢
性腎臓病を早期に発見するこ
とができます。また、自分の
体の健康状態を把握すること
ができます。ぜひ健康診査を
受けてください。

集団健診の日程を追加しました

　今年度最終の集団健診を1月に実施します。まだ
受けていない人は、この機会に受診してください。
日程は18ページ「こころとからだのカレンダー」
で確認してください。

　
第
44
回
越
前
海
岸
水
仙
ま
つ
り
が
昨
年
12
月

15
日
か
ら
開
幕
し
、多
彩
な
催
し
が
展
開
さ
れ
、

越
前
町
で
は
1
月
19
日
・
20
日
の
2
日
間
、
道

の
駅
越
前
に
て
「
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
が
開

か
れ
ま
す
。
水
仙
娘
の
手
渡
し
に
よ
る
越
前
水

仙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
越
前
が
に
を
は
じ
め
と

す
る
地
元
特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
、
豪
華
景

品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
楽
し
い
企
画
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
1
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場　
所　
道
の
駅
越
前

内　
容　
⃝
水
仙
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
⃝
特
産
品
販
売

　
　
　
　
⃝
ビ
ン
ゴ
大
会　
な
ど

第
44
回
越
前
海
岸
水
仙
ま
つ
り
「
水
仙
・
カ
ニ
フ
ェ
ア
」
開
催

【
そ
の
他
期
間
中
イ
ベ
ン
ト
】

●

越
前
岬
灯
台
一
般
公
開

　
日　
時　
1
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

　
場　
所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

●

越
前
水
仙
を
使
っ
た
い
け
ば
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
「
こ
こ
に
し
か
な
い
景
色
」

い
け
ば
な
草
月
流
師
範
岸
本
光
越
氏
に
よ
る

大
型
い
け
ば
な
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

　
日　
時　
1
月
12
日
㈯
～
21
日
㈪

　
場　
所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド

問
合
せ
先

　
越
前
海
岸
観
光
協
会
連
合
会

　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
☎
３
７‒

１
２
３
４

▲水仙娘手渡しによる越前水仙プレゼント

▲越前岬灯台一般公開

　

越
前
が
に
漁
が
体
験
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
使
用
し
、
か
に
漁
カ
ッ
プ
を
開
き
ま

す
。
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
た
く
さ
ん
の

か
に
を
つ
か

ま
え
よ
う
。

参
加
者
に

は
、
景
品
も

ご
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

「
か
に
漁
カ
ッ
プ
」
開
催　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

日　
　
時　
1
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

場　
　
所　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
1
階
か
に
漁
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　
無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
） 

入
館
料　
大
人
５
０
０
円　
小
人
３
０
０
円

問
合
せ
先　
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

２
６
２
６

　
園
内
で
採
れ
た
木
の
実
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
の
自
然
素
材
を
使
っ
て
、
ひ
な
ま
つ
り

リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。手
作
り
の
リ
ー
ス
を
飾
っ

て
桃
の
節
句
を

華
や
か
に
彩
り

ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ン
ト
ピ
ア　
ひ
な
ま
つ
り
リ
ー
ス
作
り
の
ご
案
内

日　
　
時　
2
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

定　
　
員　
各
20
人

　
　
　
　
　
（
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
）

参
加
費　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
別
途
入
園
料
が
必
要
で
す
）

入
園
料　
大　
人　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
中
高
生　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生　
１
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
総
合
植
物
園
プ
ラ
ン
ト
ピ
ア

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

１
１
２
０

　
警
察
職
員
の
厳
正
な
規
律
と
士
気
の
高
揚
を

図
り
、
相
互
の
連
携
を
強
め
る
た
め
福
井
県
警

察
年
頭
視
閲
式
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
式
典
は
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
て
、会
場
に
は
、パ
ト
カ
ー

や
白
バ
イ
、
警
護
車
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
車
両

の
見
学
、
乗
車
も
体
験
で
き
ま
す
。

福
井
県
警
察
年
頭
視
閲
式

日　
　
時　
1
月
17
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

場　
　
所　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

式
典
内
容　
部
隊
視
閲
・
訓
練
展
示

　
　
　
　
　
音
楽
隊
演
奏
・
装
備
品
展
示

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

あなたの腎臓は大丈夫？

　あなたとあなたの大切な人のために、心の健康、心の変調のサイン、対処法を学びます。家族や同僚など身近な
人の悩みや変化に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人、「ゲートキーパー」になりましょう。

日　時  2 月 5 日（火）　午前10時〜午前11時30分

会　場  朝日保健センター（朝寿殿）

内　容  心の健康、心の変調のサイン、対処法を学びます。
 講師：臨床心理士　千崎　愛

※事前に健康保険課までお申し込みください。
『えちぜん健康チャレンジ』
対象講座です（10ポイント）

「心の SOS気づき講座」のご案内

　福井県禁煙推進協議会では、喫煙や受動喫煙の健康被害の周知と防止を図ることを目的に禁煙ポスターコン
クールを実施しています。本年は県内小中学生から2000点の応募があり、12月9日に福井健康福祉センター
で表彰式が行われました。越前町では、次のみなさんが特別賞に選ばれました。

第24回「禁煙ポスターコンクール」入賞者発表

▲越前町長賞　千秋未来（朝日中1年） ▲越前町教育委員会賞　宮永萌絵（朝日中3年）

広報 えちぜん 16平成31年１月号広報 えちぜん17 平成31年１月号

I n f o r m a t i o nえちぜんみんな集まれ健康な暮らしのために



学童の元気な返事頼もしい	 向当みつ子
仕事の手休めずにする生返事	 原　　榮子川 柳 部屋からの返事があって安堵する	 山谷　ゆり

遠雷に野良着も猫も腰を上げ	 司辻　文子川 柳広報 えちぜん19 平成31年１月号

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
 1 月 1 日㈫ 織田病院 ☎36–1000

 1 月 2 日㈬ 織田病院 ☎36–1000

 1 月 3 日㈭ 織田病院 ☎36–1000

 1 月 6 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 1 月13日㈰ 藤田医院 ☎34–0044

 1 月14日㈪ 織田病院 ☎36–1000

 1 月20日㈰ 伊部病院 ☎34–0220

 1 月27日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
 1 月 8 日㈫ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♠健康チャレンジポイント交換日
 1 月27日㈰ 午前 9 時〜 11時 越前町役場

♥助産師さんとの座談会（予約制）
 1 月21日㈪ 午前 9 時30分〜正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
 1 月27日㈰ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

1 月29日㈫ 朝日保健センター 午前 9 時〜午前11時30分 ● ● ●

 ※　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 

♠集団健診日程（予約制）

♦介護おはなし会
1 月24日㈭ 午前10時30分〜午後 2 時 オタイコ・ヒルズ 

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 〜 4土曜日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分〜 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 1 月 8 日㈫

午後 1 時〜 4 時

宮崎コミュニティセンター
 1 月15日㈫ 社会福祉センター
 1 月22日㈫ 越前地域福祉センター
 1 月29日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　1 〜 9歳児の子どもの死亡は「不慮の事故」によることがたいへん多いのが現状です。特に、0 〜 4
歳児の不慮の事故による死亡は、本来安全なはずの家庭内で多く起きています。今回はこの時期に多い
事故の1つ“やけど”について考えていきましょう。

参考： 公益財団法人　母子衛生研究会「わが家の安心ガイドブック」より

子どもの“やけど”事故予防について
子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

　熱いストーブに触れたり、電気ポット、アイロン、加湿器
などの熱い蒸気に手を出してやけどをする事故があります。
◦ 高熱の暖房器具は安全柵で囲い、子どもの興味をひく蒸気の出

る器具は手の届かない場所におきましょう。

◦ 転倒流水防止構造のポットやケトルが市販されています。

高熱の暖房器具や家電製品による事故
　テーブルクロスを引っ張って、高温の
飲み物・カップ麺などをひっくり返し、
やけどをする事故も多くみられます。
◦ カップ麺の容器は軽くて倒れやすいので、 

子どもの手の届かない場所で調理しましょう。

◦ テーブルクロスの使用はやめましょう。

お湯や熱いカップ麺による事故

　電気あんかや湯たんぽなどが、長時間皮膚の同じ場所に
接していると低温やけどを起こすことがあります。
◦ 低温やけどは見た目以上に深部まで損傷を負っていることがあ

ります。

◦ 子どもが寝たらあんか類は取りだし、電気カーペットの電源は
切りましょう。

電気あんかや湯たんぽなどによる事故

　子どもの火遊びによる火災の多くはライ
ターが原因です。子どもが気づかない場所に
しまいましょう。
◦ 幼児対策（チャイルドレジスタンス機能 =CR

機能）を施した「PSC マーク」つきのライター
を使用しましょう。

火遊びによる事故

県内の図書館の本が借りられます

福井県図書館ネットワーク

福井県立図書館遠隔地利用者返却サービス

福井県立図書館インターネット予約受取館サービス

図書館だ
より

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

　町立図書館では、より多くの本を利用しやすいように、福井県立図書館と連携
して、いろいろなサービスを行っています。

　福井県内44図書館にある700万冊以上の本を町内図書館で借りることができます。
　福井県立図書館・若狭図書学習センターを拠点に、県内各図書館を、週1 〜 2回、
定期便を運行し、図書館同士で本のやりとりをしています。
　また、福井県立図書館の県外図書館ネットワークを利用して、石川県、富山県、
岐阜県、愛知県の主な図書館が所蔵する資料も借りることができます。

（※取り寄せできない本もあります。）

　県立図書館で直接借りた本を、町内図書館から返却することができます。返却する本は、図書館カウンター
で職員に直接手渡しください。ただし、返却期限の過ぎた本や大型の絵本（ビックブック）は、直接県立図書
館へご返却ください。

 県立図書館蔵書をインターネット予約した場合、予約本を町内図書館で受け取ることができます。このサー
ビスを利用するには、県立図書館で「インターネット予約サービス」の登録申し込みが必要となります。

詳しくは図書館窓口にお問い合わせください。

■
目
標
は
「
あ
さ
ひ
愛
農
園
で
働
き
た
い
！
」
と
一
人
で
も
多
く
の
人
に
思
っ

て
も
ら
う
こ
と
。

　
農
作
業
か
ら
、
み
そ
や
お
菓
子
の
仕
込
み
ま
で
幅
広
い
業
務
を
こ
な
す
寺
坂
さ
ん

は
、
50
代
を
過
ぎ
て
か
ら
お
店
を
建
て
る
決
意
を
し
た
両
親
の
攻
め
の
姿
勢
に
感
化

さ
れ
、
今
の
仕
事
に
つ
い
て
7
年
、
と
に
か
く
笑
顔
で
仕
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
坂
さ
ん
の
人
柄
（
人
間
大
好
き
！
明
る
く
く
よ
く
よ
し
な
い
！
頼
み
事
は
喜
ん
で

引
き
受
け
る
！
）
も
あ
っ
て
、
職
場
は
ス
タ
ッ
フ
同
士
も
仲
が
良
く
働
き
や
す
い
環
境

で
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
も
定
期
的
に
行
う
よ
う
で
す
。

　
越
前
町
は
、
人
口
が
少
な
い
分
活
躍
で
き
る
し
、
目
立
て
る
。
ま
た
、
問
題
を
多

く
抱
え
て
い
る
か
ら
改
善
、
解
決
の
た
め
の
活
躍
の
場
に
事
欠
か
な
い
な
ど
自
己
実

現
を
す
る
た
め
に
ピ
ッ
タ
リ
な
と
こ
ろ
が
大
好
き
。

　
休
日
は
、
自
転
車
で
出
か
け
た
り
、
古
い
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
買
い
物

に
出
か
け
た
り
、
仕
事
と
は
全
く
関
係
な
い
こ
と
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
に
一
言

　
こ
れ
か
ら
と
い
う
若
者
た
ち
は
、
若
い
と
い
う
だ
け
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ

て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
。

　
「
若
い
人
に
は
負
け
な
い
ぞ
！
一
緒
に
仕
事
や
地
域
活
動
で
汗
を
流
そ
う
ぜ
！
」

と
伝
え
た
い
で
す
。

あさひ愛農園

寺
て ら

坂
さ か

　大
だ い

地
ち

さん
（30歳　越前町在住）

輝いてます！

働く若者

Shining
working youth

第8回

嶺北市町
図書館

嶺南市町
図書館

大学等
図書館

福井県立図書館・
若狭図書学習センター

♦無料法律相談会（予約制）
 1 月29日㈫ 午後 1 時〜 4 時 織田コミュニティセンター

広報 えちぜん 18平成31年１月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 曖昧な返事に迷う介護の手	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 20平成31年１月号広報 えちぜん21 平成31年１月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所  1 月15日（火） 34–5602

朝 日 南 保 育 所  1 月15日（火） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所  1 月10日（木） 34–0081

あ さ が お 保 育 園  1 月15日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所  1 月 7 日（月） 32–2067

小 曽 原 保 育 所  1 月24日（木） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 平 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
12
月
15
日
現
在
）

（
12
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（12月1日現在）

人　口	 21,689人

　男	 10,538人
　女	 11,151人
世帯数	 7,268戸

（前月より39人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

西
田
中 

竹た
け

内う
ち　

愛あ
い

留る

（
祐
介
、
男
）

朝　

日 

谷た
に

口ぐ
ち　

莉り

子こ

（
学
、
女
）

上
川
去 

月つ
き

田だ　

陽ひ

葵ま
り

（
晃
嘉
、
女
）

佐
々
生 

三み

谷た
に

し
え
り
（
元
騎
、
女
）

金　

谷 

佐さ

野の　

竣
し
ゅ
ん
哉や

（
浩
一
、
男
）

広　

野 

橋は
し

本も
と　

珠し
ゅ

良ら

（
峰
視
、
女
）

八　

田 

江え

川が
わ

香か

朱す

美み

（
公
康
、
女
）

　

寺 

山や
ま

本も
と　

宇う

泰た

（
彰
、
男
）

大　

樟 

塩し
お

治じ　

壱い
ち

琉る

（
伯
信
、
女
）

道　

口 

長は

谷せ　

柊
し
ゅ
う
杜と

（
茂
孝
、
男
）

細　

野 

中な
か

北き
た　

楓か

乃の

（
峻
介
、
女
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
67

―
古
墳 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

1月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！
越前町長新年を語る
【1月1日㈫～1月3日㈭】
劔神社周辺のまちづくり活動について
【1月4日㈮～1月18日㈮】
平成31年　越前町成人式
【1月19日㈯～2月1日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「特別番組　福井しあわせ元気国体
 ホッケー競技会　開催記録」
【1月5日㈯・6日㈰・7日㈪】

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）］
キッズダンス　BEE
【1月19日㈯～1月25日㈮】

学芸員H

Ｅ子

経
ヶ
塚
古
墳
の
後
円
部
の
頂
上
に
立
つ

Ｅ
子 

経
ヶ
塚
古
墳
、大
き
い
で
す
！
大
き
さ
は
確
か
71
ｍ

で
し
た
ね
。
前
方
後
円
墳
の
何
と
な
く
丸
い
感
じ

が
わ
か
り
ま
す
。

学
Ｈ 

は
い
。丸
い
部
分
を
後
円
部
と
言
い
ま
す
。頂
上
の

平
た
ん
面
は
直
径
21
ｍ
く
ら
い
の
円
で
、そ
の
周
り

に
な
る
と
直
径
42
ｍ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。
巨
大

な
土
饅
頭
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
ね
。

Ｅ
子 

真
ん
中
が
、少
し
く
ぼ
ん
で
い
ま
す
が
。

学
Ｈ 

こ
の
下
に
、こ
の
あ
た
り
を
支
配
し
た
古
墳
時
代
の

王
さ
ま
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
木
の
棺
な

の
で
、腐
っ
て
陥
没
し
た
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

え
っ
ー
、こ
の
下
に
で
す
か
。

学
Ｈ 

大
き
く
、
く
ぼ
ん
で
い
る
場
合
は
過
去
に
盗
掘
に

あ
っ
た
跡
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
発
掘
し
て
み
な

い
と
、何
と
も
い
え
ま
せ
ん
ね
。

Ｅ
子 

い
つ
の
頃
の
王
さ
ま
の
墓
で
す
か
？

学
Ｈ 

発
掘
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、詳
し
い
時
期
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、前
方
後
円
墳
の
形
の
特
徴
か
ら

四
世
紀
の
終
わ
り
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

お
墓
の
形
で
も
年
代
が
わ
か
る
の
で
す
か
。

学
Ｈ 

そ
う
で
す
。
た
と
え
ば
現
代
も
流
行
が
あ
る
で

し
ょ
。
そ
の
時
代
、
時
代
に
は
や
っ
た
形
と
か
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
よ
う
に
、当
時
使
っ
て
い
た

食
器
や
造
っ
て
い
た
お
墓
に
も
、形
の
は
や
り
が
あ

り
ま
す
。
考
古
学
者
は
物
の
形
の
変
遷
に
注
目
し

て
年
代
を
決
め
た
り
し
ま
す
。

Ｅ
子 

だ
か
ら
、何
年
と
か
推
測
で
き
る
ん
で
す
ね
。

学
Ｈ 

た
だ
、物
に
は
何
年
に
造
っ
た
っ
て
書
い
て
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
研
究
者
に
よ
っ
て
年
代
観
が

違
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

二
人
は
経
ヶ
塚
古
墳
の
前
方
部
の
方
に
移
動
す
る

Ｅ
子 

ほ
ん
と
に
、丸
い
部
分
に
尻
尾
が
付
い
た
よ
う
な
形

で
す
ね
。

学
Ｈ 

測
量
し
て
上
か
ら
見
る
と
、鍵
穴
の
よ
う
に
見
え
ま

す
。図
面
を
見
て
く
だ
さ
い
。

二
人
は
測
量
図
を
見
る（
写
真
１
）

Ｅ
子 

き
れ
い
な
鍵
形
で
す
。

学
Ｈ 

前
方
部
の
長
さ
は
30
ｍ
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

Ｅ
子 

で
も
木
が
生
い
茂
っ
て
い
て
、き
れ
い
に
見
え
ま
せ

ん
ね
。

学
Ｈ 

木
が
ま
っ
た
く
な
い
と
、き
っ
と
こ
こ
か
ら
丹
南
盆
地

が
一
望
で
き
ま
す
よ
。

Ｅ
子 

丹
生
高
校
か
ら
見
る
よ
う
な
感
じ
で
す
か
。

学
Ｈ 

は
い
。
古
い
時
代（
四
世
紀
）
の
前
方
後
円
墳
は
山

の
上
に
造
る
こ
と
が
多
く
、わ
ざ
わ
ざ
平
野
に
見
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
子 

ど
う
し
て
、そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

そ
う
で
す
ね
。
こ
こ
に
王
さ
ま
が
眠
っ
て
い
る
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
で
し
ょ
う
か
。

Ｅ
子 

経
ヶ
塚
古
墳
の
王
さ
ま
は
、ど
こ
ま
で
支
配
し
て
い

た
の
で
す
か
？

学
Ｈ 
ど
う
で
し
ょ
う
。
丹
南
で
は
最
大
級
の
大
き
さ
で

す
の
で
、丹
南
一
帯
に
支
配
が
及
ん
で
い
た
と
考
え

た
い
の
で
す
が
、よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
。

Ｅ
子 

福
井
市
あ
た
り
ま
で
に
は
及
ば
な
い
の
で
す
か
？

学
Ｈ 

福
井
市
や
永
平
寺
町
に
は
、越
前
町
の
倍
く
ら
い
の

大
き
さ
の
前
方
後
円
墳
が
あ
り
ま
す
の
で
、向
こ
う

は
別
の
王
さ
ま
が
支
配
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

そ
う
な
ん
で
す
か
。古
墳
っ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

学
Ｈ 

そ
れ
で
は
次
に
、経
ヶ
塚
古
墳
の
次
の
王
さ
ま
の
墓
、

朝
日
山
古
墳
に
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
も

前
方
後
円
墳
で
す
の
で
、お
楽
し
み
に
！

Ｅ
子 

次
回
も
お
願
い
し
ま
す
。

西
田
中 

西
川　

惠
子
さ
ん
（
74
歳
）

朝　

日 

井
上　

典
子
さ
ん
（
63
歳
）

朝　

日 

樋
爪
喜
代
治
さ
ん
（
93
歳
）

上
川
去 

月
田　
　

葊
さ
ん
（
96
歳
）

上
川
去 

桑
原
利
三
右
衞
門
さ
ん
（
93
歳
）

佐
々
生 

宮
川　

文
雄
さ
ん
（
70
歳
）

気
比
庄 

岡
本
み
つ
子
さ
ん
（
92
歳
）

田　

中 

大
橋　

哲
子
さ
ん
（
91
歳
）

小　

倉 

乘
京
ツ
ル
コ
さ
ん
（
85
歳
）

小
曽
原 

谷
野　

信
春
さ
ん
（
90
歳
）

江　

波 

林　
　

俊
郎
さ
ん
（
89
歳
）

玉　

川 

屋
田
ハ
ナ
子
さ
ん
（
86
歳
）

玉　

川 

本
家
ト
ミ
ヲ
さ
ん
（
94
歳
）

小　

樟 

増
田　

邦
昭
さ
ん
（
77
歳
）

道　

口 

森
川　

浩
先
さ
ん
（
36
歳
）

茂　

原 

濵
野　

浩
一
さ
ん
（
59
歳
）

上　

野 

水
島　

與
一
さ
ん
（
89
歳
）

写真1

　
こ
の
写
真
は
、
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て

い
る
佐
々
木
千
里
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
、
エ

ボ
シ
山
の
山
頂
か
ら
撮
影
し
た
ご
来
光
の
様
子
で
す
。

　
み
な
さ
ん
は
「
初
日
の
出
」
と
「
ご
来
光
」
の
違

い
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
「
初
日
の
出
」
は
文
字
の
と
お
り
、
そ
の
年
の
最

初
の
日
の
出
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
古
来
か
ら
初
日

の
出
と
共
に
年
神
様
（
毎
年
お
正
月
に
家
に
や
っ
て

く
る
豊
作
や
幸
せ
を
も
た
ら
す
神
様
）
が
現
れ
る
と

さ
れ
、
初
日
の
出
を
拝
む
こ
と
は
、
年
神
様
へ
そ
の

年
の
豊
作
な
ど
を
祈
る
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、「
ご
来
光
」
は
高
い
山
、
山
頂
な
ど
か
ら
見

え
る
日
の
出
の
こ
と
を
い
い
、
元
日
以
外
の
日
に
も

使
い
ま
す
。
山
岳
信
仰
で
は
、
山
に
は
霊
的
な
力
が

あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
ご
来
光
を
神
聖
な
も
の
と
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
晦
日
か
ら
登
山
を
し
て
、
山
頂
で
初
日
の
出
を

拝
む
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
て
も
縁
起
が
よ
い
こ
と

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
ね
。

表
紙
の
写
真

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
広
報
え
ち
ぜ
ん
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
に
越
前
町
の
最
新
情
報
を

発
信
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

編
集
後
記

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
え
ち
ぜ
ん
12
月
号
5
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
ま

し
た
「
第
47
回
福
井
県
少
年
少
女
剣
道
錬
成
武
生

大
会
」
の
記
事
で
、
森
下
和
大
さ
ん
の
学
校
名
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は「
城
崎
小
」で
す
。

　
ま
た
、
23
ペ
ー
ジ
の
「
第
13
回
越
前
町
図
書
館

本
の
帯
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
記
事
で
、
山
本
紗
矢
さ

ん
の
学
校
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
朝
日
小
学
校
」
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



越
前
町
学
校
給
食

　
　

セ
ン
タ
ー
が

　
　
　

完
成
し
ま
し
た

安全・安心でおいしい給食を
子どもたちに

新給食センターの特徴

越前町学校給食センター
福井県丹生郡越前町江波第63号73番地
5,636.77㎡
鉄骨造2階建
2,112.61㎡
2,866.90㎡
1階 2,031.47㎡ 　2階  835.43㎡
最大2,500食／日
平成31年1月調理・配食開始
小学校8校  中学校4校  保育所3所 

名　　称

調理能力

業務開始

配 食 先

所 在 地

敷地面積

構　　造

建築面積

延床面積

施設概要 　

平
成
29
年
8
月
に
江
波
区
で
建
設

が
始
ま
っ
た
越
前
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
11
月
30
日
に
落
成
し
、
1
月

8
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

越
前
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
4
地
区
の
給

食
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
て
新
し
く
建

設
さ
れ
、
町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校

と
一
部
の
保
育
所
に
給
食
を
配
送
し

ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
最
新
の
調
理
機
能
を
備
え
、
ワ

ン
ウ
ェ
イ
の
調
理
動
線
を
確
保
す
る

な
ど
衛
生
管
理
を
強
化
し
て
食
の
安

全
・
安
心
を
保
つ
ほ
か
、
2
階
に
は

見
学
ホ
ー
ル
・
見
学
ル
ー
ト
・
調
理
実

習
室
を
設
け
、
子
ど
も
た
ち
が
「
見

て
・
作
っ
て
・
食
べ
る
」
を
体
験
す
る

こ
と
に
よ
り
、
食
育
学
習
に
活
用
で

き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
休
み
に
は
町
内
の
子
ど

も
た
ち
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を

募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
金
巻

太
士
さ
ん
（
宮
崎
小
1
年
）
の
「
海

土
里
ち
ゃ
ん
キ
ッ
チ
ン
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。「
海
土
里
ち
ゃ
ん
」
と
は
町

の
地
場
産
食
材
を
子
ど
も
た
ち
に
宣

伝
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
、
毎
月
1
回
海
土
里
ち
ゃ
ん
献
立

と
し
て
地
元
の
食
材
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
地

域
の
人
た
ち
に
も
身
近
に
感
じ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
素
敵
な
愛
称
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

1
月
8
日
か
ら
配
食
開
始

愛
称
が

〝
海み

土ど

里り

ち
ゃ
ん
キ
ッ
チ
ン
〟

に
決
定

春 夏 秋 冬

越前 海
み

土
ど

里
り

ちゃん
平成23年4月生まれ

高度な衛生管理
「フルドライシステム」の採用

　常に床を乾いた状態に保ち、雑菌などの繁殖
を防ぐ「フルドライシステム」を採用し、床に
水を流さずに調理を行い、水が飛散しにくい構
造の調理器具を使用しています。施設内の温度・
湿度を一定に保つ温度・湿度管理システムと合
わせることで、高度な衛生管理と快適な作業環
境を確保しています。

特徴
その1

ワンウェイ動線の確保と
明確な作業区分け
　作業性と衛生面に配慮し、施設内部は交差汚染

（病原菌がある食品から他のものに移動すること）
のないように搬入から調理まで食材・人の動線が
交差しないワンウェイ方式としました。調理員は
直接行き来せず、食材だけを受け渡す最新の調理
システムを導入し、独立したアレルギー食対応調
理室も設置しました。

特徴
その2

食育拠点施設としての活用
　2階には、見学ホール・見学ルート・調理実習
室を設け、子どもたちが「見て・作って・食べる」
ことを体験できる、食育学習の拠点施設として活
用していきます。

特徴
その3

シャッター式プラットフォーム

野菜類下処理室

炊飯室

見学通路

配送車庫

調理実習室
アレルギー食対応調理室

蒸気回転釜

問合せ先
越前町学校給食センター　☎32–3301

今後も、地産地消の推進を図るとともに、越前町の未来を
担う子どもたちに安全で安心な学校給食を届けます。

広報 えちぜん 22平成31年１月号広報 えちぜん23 平成31年１月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e
特  集



地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 丹生高校の授業に突撃！act.8

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

「食」への興味関心は体験から

広報 えちぜん 24平成31年１月号
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大豆油インキで印刷しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

小曽原保育所
～食育編～

No.21すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。11月14日、丹生高校の授業にゲストティーチャーとして参
加させていただきました。参加した授業は、中高一貫クラスの1年生を対象とした、丹生高校が力を入れて
取り組む地域連携による「ふるさと教育」に関わる授業でした。地域と触れ合い、ともに自分の地域につい
て考えることで、郷土愛を深める。そして、一度は町外に出ても、そこで得た経験をもとに越前町に帰り、
活躍してほしいという想いがこもった取り組みです。授業は、「越前町を盛り上げるためにはどうすればいい
か」をテーマに、地域の人とワールドカフェ方式で話し合うというものでした。
　参加した生徒たちは、自分の意見を出しつつも人の意見も尊重できる子ばかりで、丹生高校の生徒たちの
今後が非常に楽しみです。これからもっと多くの、多様な人たちと触れ合うことで、自分の軸となる価値観
を育てていってほしいなと思いました。

朴の木を
探しに行こう！

給食の時間です。
いただきまーす。

朴の葉は洗って
拭きます。

あった
あった！

朴の葉の
傘だね─

朴葉飯
おいしいね☆

大きくなったら
僕たちもつくろう！

大丈夫。
上手だよ。

高校生と地域の人が触れ合う機会は
なかなかなく、今回の授業は高校生
にとっても、地域の人にとっても刺
激になっているように感じました。

生徒からは
「インスタ映えスポット」や「友達と集まれるカフェのような場所がほしい」といった意見が

出ていました。

～郷土料理「朴
ほお

葉
ば

飯
めし

」を作ろう～

発泡の箱で保温します。
色が変わってきましたよ。

最初に僕自身が感じる、越前町の

魅力と課題について話させていただき

ました。若い活動家が町に集まり始めて

いて、自分の力で楽しい町にしていける

という魅力が、生徒たちに少しでも

伝わっていれば嬉しいです。


